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「いのち」の光                    

校長  田村 貴代美 

 青梅市を含め多摩西部地域では、昔から熊や猪など山で生きる動物の姿が見られることが度々ありました。た

だ、最近の報道を見ると、尋常でない事態が起きていることが分かります。 

先日、旭山動物園の園長の話を聞く機会があり、動物や動物園の在り方を通して、生きることや生命につい

て興味深い話を聞くことができました。一部を紹介します。 

この世界は様々な生き物がいて、自分たちの種を存続させるために生命が誕生し、生きる場所を守り繋いで

いく。“絶滅危惧種”とか“有害種”といったカテゴリーは人間がそう決めているのであって、世界にはいらない種

などない。そして、環境が生き物に大きく関係しており、本来の特性が生かされる環境であれば、穏やかに生活

ができる。動物園では、動物のそのままの姿をどうやって来園者に見ていただけるかを試行錯誤している。人間

の視点だと管理しやすい環境だが、一人称を動物にすると動物らしさが見える環境になる。一人称が誰なのか

によって、環境が大きく変わる。また、世界は生命を終わらせてくれる仕組みがある。医療が進歩し長寿が可能

になったが、生きるということは、長く生きることではなく“らしく”生きることである。生命には終わりがある。だから

こそ、終わりを迎えるまで“らしく”生きることが大切だ。自分の思いを遂げるために相手がいるわけではなく、相

手が一人称である、と語った園長の様々な言葉は、人間の現代社会に置き換えても十分通用することです。 

さて、令和７(2025)年がもうすぐ終わります。願わくば、青峰生と青峰学園に関わった全ての方が「幸せな年

だった」「良い年だった」と思えた年でありますように。保護者の皆様、地域及び関係機関の皆様、たくさんの御

支援・御協力に感謝いたします。引き続き、青峰学園のかけがえのない宝物たちが光り輝きますよう、お力添え

の程、どうぞよろしくお願いいたします。では、新年に青峰学園でお会いしましょう。良いお年を！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年１２月１日（月） 

東京都立青峰学園校長 
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のんびりカフェからのお知らせ 
今月の営業日はＨＰのカレンダーを御覧ください 

 

 

小学部の児童が最多の 

24冊を読み、見事１位に 

輝きました！ 

本を通じて広がる世界や新 

しい発見をこれからも大切にしていきましょう。 

 

  第 17 回 青峰フェスタのご案内   

令和 7 年 12 月 6 日（土） 10:00〜15:00 

会場：青峰学園 体育館・各教室・実習室ほか 

今年度の青峰フェスタは、 

「One for all, All for one」のスローガンのもと、 

児童・生徒の個性と成長を発信する舞台です。 

舞台発表や展示、販売など、盛りだくさんの内容で、 

皆様をお迎えします。 

 「大門三丁目広場」をお借りし、１００台が駐車可能 

です。皆さんで御来校ください。 

 

 

 

 
 

9月に開催し大盛況だった「全校お楽しみ会」の第 2 弾企画が、現在進行中

です。次は、令和 8 年１月８日（木）、全校集会終了後に開催します。スライド・ポ

スター・チラシの作成、プレイリスト・ゲーム内容・ 

前座企画の立案、司会進行などを、有志で集まった 

児童・生徒と教職員で準備・運営します。 

さて次はどんな仕掛けで盛り上がるか！ 

乞う、ご期待!!   

           

 

 

 

 

 

 

 

                                    

第 2回読書月間 (10 月 6日～11月 7 日) 

【青峰フェスタ】 開催間近!! 

〔楽しい学校〕～みんなでつくるお楽しみ会！ 
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ホームページ https://seiho-sh.metro.ed.jp   メール S8000541@section.metro.tokyo.jp     


